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大分県における環境放射能調査（ ２０２２年度）

は じ め に

当センターでは、 国の委託事業と して環境放射能

水準調査を１９８８年度から継続して行っている。 これ

までの結果は２０１１年度までは環境放射能調査研究成

果論文妙録集１ ）に、 以降は大分県衛生環境研究セン

ター年報２‐９ ）において報告してきた。 今年度も２０２２年

度の結果について報告する。

調 査 方 法

１ 調査期間

２０２２年４月１日～２０２３年３月３１日

２ 調査の概要

２．１ 調査対象

① 全ベータ放射能

降水（ 定時降水）

② 核種分析（ １３７Cs， １３４Cs， １３１ I）

大気浮遊じん、 降下物、 陸水、

土壌、 精米、 野菜類、 牛乳

③ 空間放射線量率

モニタリ ングポスト による連続測

定及びサーベイメ ータによる測定

２．２ 測定方法

試料の採取、 前処理及び測定は、 文部科学省放射

能測定法シリ ーズに準拠し、 実施した。

２．３ 測定装置

① 全ベータ線放射能

ベータ線自動測定装置：

アロカJDC‐ ５２００

② 核種分析

ゲルマニウム半導体検出器：

キャンベラGC３０１８

③ 空間放射線量率

ア） モニタリ ングポスト ：

アロカMAR‐ ２２， MAR‐ ２３

イ ） サーベイメ ータ ：

アロカ TCS‐ １７１，TCS‐ １１７２

調 査 結 果

１ 全ベータ放射能

２０２２年度における定時降水試料中の全ベータ放射

能測定結果を表１に示す。

２０２２年度は７７試料中１８試料から全ベータ線が検出

さ れたが、 その放射能濃度は過去３年間の結果と 同

程度であった。

２ 核種分析

２０２２年度における各環境試料中の核種分析結果を

表２に示す。

２０２２年度は、 大気浮遊じん、 降下物、 上水（ 蛇口

水） 、 精米、 野菜からは人工放射性核種は検出され

なかった。 土壌、 牛乳から １３７Csが検出さ れたが、 過

去３年間の測定結果と 同程度であった。

３ 空間放射線量率

モニタリ ングポスト は１９８８年から衛生環境研究セ

ンターの屋上に１台設置し ていたが、２０１１年の東京

電力福島第一原子力発電所事故を受け、２０１２年３月

末に大分市（ 佐賀関大気測定局） 、 日田市（ 日田総

合庁舎） 、 佐伯市（ 佐伯豊南高校〔 旧鶴岡高校〕 ） 、

国東市（ 国東高校） の４地点を増設し た。 その後、

２０１３年１２月に大分市佐賀関大気測定局から佐賀関小

学校に移設した。

２０２２年度の結果を表３に示す。 各モニタ リ ングポ

スト による空間放射線量率は従前の結果と 同程度で

あり 、 異常値は認められなかった。

また、 衛生環境研究センタ ー敷地内において、１

か月に１度サーベイメ ータを用いて地上１ｍの空間放
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射線量率を測定し ている。２０２２年度の結果を表４に

示す。 モニタリ ングポスト での測定結果同様、 これ

までの結果と 同程度であり 、 異常値は認めら れな

かった。

結 語

２０２２年度の定時降水中の全ベータ 放射能測定結

果、 各環境試料中の核種分析結果、 モニタリ ングポ

スト 及びサーベイメ ータによる空間放射線量率測定

結果は、 従前の結果と 同程度であり 、 異常値は認め

られなかった。
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表１ 定時降水試料中の全ベータ放射能調査結果（ ２ ０ ２ ２年度）
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表２ ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果（ ２ ０ ２ ２年度）

表３ モニタ リ ングポスト によ る空間放射線量率測定結果（ ２ ０ ２ ２年度） （ 単位： nGy/h）

表４ サーベイ メ ータによる空間放射線量率測定結果（ ２ ０ ２ ２年度）
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